
山 行 報 告 書

日時 2016年02月13日(土）14日(日） 天候

山名 県連交流登山（鯛の巣山）

ＣＬ 参加者 吉永、坂本、小笠、大久保、川崎、井上　（総勢7名）

（コース）

（コメント）

高藤

雨のち曇り

 冬山交流登山に参加してもう６回位になる、最初我が会からは参加がなく、家内と二人で夏用テント

で参加した、それから５年、会からは７人の参加と年々増えてきて今年は新人の参加もあり嬉しいか

ぎりだ。年に一回、他の会の方と親しくなれる、毎年帰りのバスで飲むのを楽しみにしている久留米

の女傑が今回は来ていなかった、７０才まではお互い頑張ろうと言っていたのに今回は雨の予想だっ

たので参加しなかったのだろう、来年は私も７０才になる、もう彼女と飲めることはないのかもしれない

しそろそろ参加できなくなると思うと寂しくなる。荒天の大雨予想で中止にするのが普通だろうが県連

役員の熱意でテントを張る時間だけ雨が止み日曜日は殆ど降らなかったこれも役員の方の人徳と云

うものだろう。今回初めて山頂に立てなかったのはもう一度７０才になっても来いと云う事かなとも思

える。今回も夫々がそれぞれの任務を全うして完了する事が出来た。  

                                                        （記 吉永） 

 二三日前から体調を崩してましたので、キャンセルも考えたのですが、食糧係もあり、とりあえず参

加しました。テントの中が水浸しになって夜中、雨と風に悩まされたのもよい経験になりました。予想

どおり、朝からおなかが痛く、山には登れませんでしたが、若い皆さんと一緒できたことは楽しかった

です。来年は体調を整えて、頑張りたいと思っています。  

                                                        （記 坂本） 

 私は初めての雪山でした。前日の雨と暖気で雪質と積雪量は ちょっぴり残念でしたが、先週受講

したハイキングスクールで学んだキックステップ、ピッケルの使い方を実践でき満足しました。また、他

の会の方との交流では、久留米の「みどる山の会」の方と会の運営スタイル等 情報交換しましたが、

アゼリアはメール・ネット等のITを使い、情報共有の利便性が高いと改めて感じました。なお、初日に

予定していた、雪洞掘り、その他の訓練は雨の為中止になりましたが、「みどる」はテント設営後 アイ

ゼンとワカンの練習をしたそうです。一方、我々は宴の準備・・・。吉永会長とCLの高藤さんの雨降って

しょーがないから飲もうや！の一声で、私は自主練という発想が生まれませんでした。15時から21

時？22時？ぐらいまでの宴は勿論楽しかったですが、会によって特色が出るもんだなと感じたエピ

ソードでした。  

                                                        （記 井上） 

 初めての県連雪山交流登山でCLを任されましたが、何も出来ませんでした。雪不足と天候の悪い事

もあり楽しめそうもない予感がしました。本来なら初日にﾗｯｾﾙ訓練と雪が多い場合は雪洞設営でした 
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（交通費/人）　バス代6500円

（その他/人）　食事1400円　

（2015.04.09改訂）

費用概算

 

が、雪不足で中止になりました。明日も雨で登山できるか未定でしたので早々に宴会を始めました。

翌朝の天候も良くはありませんでしたが、登山することになりアゼリアは県連の吉永さんの後の先頭

で進むことになりました。雪でトレースも印もなく迷いながら進んで行きました、中腹位になると雪も深

くなりﾗｯｾﾙしながら進みました、思ったより時間がかかり途中で時間オーバーの為下山することにな

りました。頂上まで行けませんでしたが、先頭で雪が多い所を歩けたのは楽しかったです。次回ＣＬを

する時はもう少し良くしたいです。  

                                                        （記 高藤） 


